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児童養護施設との里山開拓

~コロナ時代の心豊かな生き方とは～
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自己紹介

堀崎 茂（ほりさき しげる）

・1971年生まれの50歳

・東京里山開拓団・代表＆山林地主

・DIY好きの2児の父、週3勤務の会社員、

マインドフルネス講師、個人投資家の顔も

・忙しい現代都市社会にて心豊かな暮らしや

社会を取り戻すにはどうしたらいいか

自分を実験台に試行錯誤中
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NPO法人東京里山開拓団

■目指す所：荒れた山林の開拓と自然の恵みの活用を通じて

現代都市社会の抱える課題の克服に貢献する

■活動の柱：児童養護施設との里山開拓

3施設（救世軍機恵子寮／調布学園／星美ホーム）と実施

里山開拓（月1回）、準備会議（月1回）、研修合宿（年1,2回）

施設訪問（年2回）、活動報告会（年1回）、懇親会（年2回）など

■メンバー：会員25名（会社員、主婦、大学生20～40代）

他、学生支部Enpentas20名、サポーター、連携団体、助成団体

■略 歴：2006年里山着手、2009年設立、2017年NPO法人化
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林業崩壊、不在地主化等で荒れた山林が増加
獣害、土砂崩れ、不法投棄等の被害が深刻化



朝日新聞 2018年5月6日

日経新聞2016年3月18日

読売新聞 2020年12月7日

日経新聞 2019年10月8日

https://www.yomiuri.co.jp/media/2020/12/20201206-OYT1I50021-1.jpg
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180505002705.html


対象児童が急増し社会問題化
心のケアや18歳退所後の自立支援に課題



JIJI.com 2020年11月18日

朝日新聞 2018年6月7日

産経新聞 2020年7月27日

朝日新聞 2019年6月19日

JIJI 2019年2月2日





子どもと自然遊びする

ボランティア？



環境保全 子ども支援

児 童 養 護 施 設 と の 里 山 開 拓

子どもの心を開けるかは
個人の力量に依存

一時支援にとどまりがち

自然は直接反応がなく
やる気が持続せず

自己満足に終始しがち

子どもたちの力で
自然と人が共存できる
ふるさとづくり継続！

里山の力で
初対面でも心全開！
退所後も参加！



「新たな里山開拓」「学生による施設訪問」
「里山研修事業」「全国の里山地図サイト」へ展開中

私たちの活動展開







Before After



みなさんにとって

豊かな暮らし・社会とは？

どうしたら実現できる？



環境白書 ～「地域循環共生圏」を目指す取組みとして～


